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Ｈ１９ 千葉県中学校総合体育大会 バスケットボール競技 総評

千葉県中学校総合体育大会 バスケットボール競技は７月２９日から３１日までの３日間、千

葉公園体育館をメイン会場に熱戦が繰り広げられた。男子の準決勝は第１シードの有秋中（市

原）対大型チームの習志野七中（習志野）、第２シードの塩浜中（市川・浦安）対ノーシードなが

ら抜群のチームワークとディフェンスで勝ち上がった柏中（柏）の対戦となった。ともに好ゲーム

が展開されたが、春の覇者である有秋中と、決勝戦のリベンジを狙う塩浜中が勝ち上がった。

長身選手の迫力あるプレーの習志野七中、ひたむきにチームバスケットを展開する柏中、とも

に破れはしたが素晴らしい好チームであった。決勝戦は、前半は一進一退の好ゲームとなった

が、第３ピリオド後半から塩浜中が勝負を仕掛け、激しいディフェンスから速攻での連続得点な

どで一気に有秋中を振り切った。塩浜中は春の選手権のリベンジを果たし、２年連続２回目の

優勝を飾った。両チーム共に走れる大型チームであり、全国出場をかけて関東大会での活躍が

期待される。

女子準決勝は、春の覇者で下級生チームながら堅実なプレーの昭和学院中（市川 ・浦安 ）

対、高い個人技能を持つ畑沢中（木更津・袖ヶ浦） 、激戦区船橋支部を勝ち上がってきた二宮

中（船橋 ）対ノーシードから第２シード、新人の覇者を破ってきた印西中（印旛）の対戦になっ

た。２試合とも最後まで１点を争う激戦となったが、関東へのキップを手にしたのは、昭和学院

中と二宮中であった。残念であったが、一人一人のスキルの高い畑沢中、さわやかバスケット

を展開し、逆転につぐ逆転で会場を盛り上げた印西中もファイナル４にふさわしいチームであっ

た。続く決勝戦は、出だしから攻守共に昭和学院中がゲームの流れをつかみ、⑩鏡、⑪太田ら

の活躍で、勢いにのる二宮中を抑え、６年ぶり８回目の優勝を飾った。二宮中も④常田を中心

としたバランスの良いチームであり、関東大会での活躍が期待される。

男女ともに上位２校は、８月８日から栃木県宇都宮市で開催される関東大会に出場します。

８月１日に組合せが行われますので、千葉県バスケットボール協会のホームページに掲載いた

します。

文責 千葉県小中体連バスケットボール専門部

競技副委員長 山口健一（鴨川中）

（Ｈ１８新人戦～Ｈ１９総体）年間ランキング

（男子） （女子）

第１位 市川市立塩浜中学校 昭和学院中学校

第２位 市原市立有秋中学校 習志野市立第一中学校

第３位 富里市立富里南中学校 船橋市立二宮中学校

第４位 船橋市立習志野台中学校 木更津市立畑沢中学校

（県総体の閉会式で表彰がありました）Ｈ１８ 千葉県県選抜選手

（男子） （女子）

和田直樹（椿森） 石橋直也（東庄） 柳舘 祐（市川一） 井上 愛（大穴）

牧 良輔（塩浜） 大石夕貴（鎌ヶ谷） 國東 梓（大原） 吉田有里（習志野一）

出羽崚一（有秋） 中島卓也（辰巳台） 石原愛子（市川八） 竹多希美（畑沢）

伊藤裕之（富里南） 高澤 健（宮本） 馬籠しの（習志野七） 山川紗季（ ）八千代松陰

梶 亮太（ちはら台南） 今野恵吾（有秋） 赤木 南（坪井） 小松舞子（東金北）

向後史彦（小見川） 加藤元気（塩浜） 柳原榛那（船橋） 良力真妃翔実（ ）野田一


